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　4月に同朋大学に着任し、半年が経ちま
した。私自身11年ぶりの学生対応に関わる
勤務となったため、学生気質の変化に戸惑い
ながら、日々勤務をしております。けれど、
私が学生時代（15年ほど前）と同様、学生
が純粋・正直でやさしく、何事においても
協力的である学風は変わっておりません。
このような学生の長所を大切にしつつ、
立派な社会人として巣立てるように努めて
参りたいと思います。（信）

ケサリア遺跡(インド)(PHOTO by GENSEI ASANO)

第30回　同朋大学同窓会文化講演会

人間をとりもどす
－五濁悪世の
 ただ中で－

講 師：雨宮 処凛 氏（作家）
 ［インタビュアー］尾畑文正
 (同朋大学同窓会顧問・同朋大学名誉教授)

日 時：2013年11月1日（金）
 14:30開始
 (14:00開場)
会 場：同朋大学

問い合わせ先

同朋大学　エクステンションセンター
同窓会文化講演会 係
ＴＥＬ．０５２－４１１－１２０７

作家・社会運動家。かつて「ミニスカ右翼」と形容された
元右翼活動家だったが、その後は「ゴスロリ作家」を
自称する左派系論者に転向。筆名の由来は、ギタリスト
琴桃川凛から。近年はプレカリアート問題に取り組み、
代表作は『生きさせろ!難民化する若者たち』（日本
ジャーナリスト会議賞（JCJ賞）受賞）。反貧困ネットワーク
副代表、『週刊金曜日』編集委員、厚生労働省ナショナル・
ミニマム研究会委員、「小説アカデミー」顧問、「こわれ者
の祭典」名誉会長。

講師プロフィール
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「
同
窓
会
事
務
局
長
就
任
に
あ
た
っ
て
」

武
田 

有
史

（
B
33
）

　
こ
の
た
び
、7
月
13
日
開
催
の
同
朋
大
学

同
窓
会
総
会
に
て
、同
朋
大
学
同
窓
会
事
務

局
長
に
任
命（
8
月
1
日
付
）さ
れ
ま
し
た
。

前
任
者
の
錚
々
た
る
諸
先
輩
方
か
ら
職
を

受
け
継
ぐ
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、小
生
で

勤
ま
る
の
か
、身
の
縮
む
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 

●

　

私
は
、昭
和
60
年
に
文
学
部
仏
教
学
科
を

卒
業
後
、同
朋
学
園
に
事
務
職
員
と
し
て

勤
務
、就
任
当
初
は
同
朋
大
学
の
庶
務
課
に

配
属
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
も
現
在
に
至
る

ま
で
同
朋
大
学
に
深
い
ご
縁
を
い
た
だ
き
、

既
に
大
学
卒
業
か
ら
は
28
年
余
り
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

 

●

　

学
生
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
と
、同
朋

大
学
は
文
学
部
の
１
学
部
、そ
の
中
に
学
科

と
し
て
仏
教
学
科
、国
文
学
科
、社
会
福
祉

学
科
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
は
、名
古
屋
音
楽
大
学
だ
け
で

な
く
、名
古
屋
造
形
芸
術
短
期
大
学
も
並
立

し
て
お
り
、３
大
学
の
学
生
そ
れ
ぞ
れ
の

カ
ラ
ー
が
光
っ
て
い
ま
し
た
。同
朋
大
学
の

建
物
は
、「
研
究
棟
」が
当
時
新
築
さ
れ
た

ば
か
り
で
、同
朋
大
学
Ａ・Ｂ・Ｃ
号
館
、新
館

（
後
の
朋
齋
館
）等
で
学
び
ま
し
た
。現
在

Ｂ・Ｃ
号
館
は
13
階
高
層
ビ
ル
の「
成
徳
館
」、

そ
の
右
隣「
博
聞
館
」へ
と
新
し
く
生
ま
れ

変
わ
り
、食
堂
棟
は「
勝
友
館
」、ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
は「
善
友
館
」と
し
て
新
築
さ
れ
ま

し
た
。Ａ
号
館
、研
究
棟
及
び
新
館
跡
地
は

芝
生
や
木
々
が
植
え
ら
れ
、学
生
の
憩
い
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、グ
ラ
ン
ド
も

き
れ
い
な
人
工
芝
が
植
え
ら
れ
、ナ
イ
タ
ー

設
備
も
完
備
さ
れ
ま
し
た
。私
の
学
生
当
時

に
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
新
し
い
建
物
が

立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

 

●

　

教
育
内
容
で
は
、学
部
が
文
学
部・社
会

福
祉
学
部
の
２
学
部
３
学
科
と
な
り
、現
在

で
は
魅
力
あ
る
コ
ー
ス
制
に
よ
り
細
分
化

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。資
格
取
得
も
社
会

福
祉
士・介
護
福
祉
士・精
神
保
健
福
祉
士

（
国
家
試
験
受
験
資
格
）、学
芸
員
、幼
稚
園

教
諭
１
級
免
許
状
、認
定
心
理
士
、保
育
心

理
士
、傾
聴
士（
同
朋
大
学
独
自
認
定
資
格
）

等
々
様
々
な
資
格
が
取
得
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。学
生
サ
ポ
ー
ト
も
充
実
し
て
お
り
、

障
害
学
生
支
援
室
が
設
置
さ
れ
、聴
覚
障

が
い
学
生
の
方
へ
は
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
―
の

派
遣
、視
覚
障
が
い
学
生
の
方
へ
は
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
や
テ
キ
ス
ト
の
点
字
訳
な
ど

様
々
な
サ
ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
厚
生
部
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、就
職
支
援
と
し
て
社
会
福
祉
士
国
家

試
験
受
験
対
策
講
座
を
は
じ
め
、今
年
度

か
ら
Ｍ
Ｏ
Ｓ（
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
検
定
資
格
）、

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ（
英
語
能
力
検
定
資
格
）な
ど
の

試
験
対
策
講
座
、介
護
職
員
初
任
者
研
修

（
旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）講
座
等
が
開

か
れ
、学
生
さ
ん
だ
け
で
な
く
同
窓
生
の
皆

様
も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。教
育
内
容
の
充
実
は
、学
長
の
も
と

教
授
会
で
鋭
意
検
討
さ
れ
、今
後
益
々
発
展

を
遂
げ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

 

●

　

ま
た
、学
生
へ
の
福
利
厚
生
の
側
面
に

お
い
て
は
、同
朋
学
園
が
1
0
0
％
出
資

す
る
株
式
会
社
Ｄｏ〈
ド
ゥ
〉（
同
朋
学
園
子

会
社
）が
学
内
に
設
立
さ
れ
、学
内
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
経
営
か
ら
、学
生
傷
害

保
険
、教
科
書
販
売
等
、さ
ら
に
は
卒
業
式

袴
・
着
物
レ
ン
タ
ル
に
至
る
ま
で
、様
々
な

学
生
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
を
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

に
提
供
し
て
い
ま
す
。

 

●

　

そ
う
し
た
様
々
な
変
化
の
も
と
、変
わ
ら

な
い
良
き
同
朋
大
学
の
特
色
も
健
在
で
す
。

一人
ひ
と
り
の
個
性
を
大
切
に
、教
員
も
職
員

も
学
生
も
お
互
い
を
尊
重
し
認
め
合
え
る

環
境
は
今
も
脈
々
と
息
づ
い
て
い
ま
す
。

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
自
由
な
学
風
は
、同
窓
生

の
皆
様
方
誰
も
が
実
際
に
共
感
し
、体
験
さ

れ
た
精
神
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。同
窓
生

の
皆
様
は
そ
の
精
神
を
携
え
て
様
々
な

場
面
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。同
朋

大
学
同
窓
会
は
そ
ん
な
精
神
を
大
事
に

さ
れ
て
い
る
方
々
の
集
ま
り
だ
と
い
つ
も

感
じ
て
い
ま
す
。大
学
が
発
展
し
て
い
る

様
子
や
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
良
き

雰
囲
気
を
、大
学
へ
今一度
お
帰
り
に
な
ら
れ
、

息
吹
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

是
非
お
気
軽
に
お
仕
事
の
合
間
に
で
も

大
学
に
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

 

●

　

ま
た
、各
種
同
窓
会
イ
ベ
ン
ト
や
総
会
等

に
も
ご
出
席
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ

ま
す
。今
後
も
諸
先
輩
方
に
引
き
続
き
、

同
窓
会
を
通
じ
て
皆
様
と
共
に
同
朋
大
学

へ
の
支
援
並
び
に
、同
窓
会
員
皆
様
方
の

さ
ら
な
る
交
流
が
益
々
盛
ん
に
な
っ
て
い
け

る
よ
う
、微
力
非
才
の
身
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、そ
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
、ご
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　合掌

齋
藤　

勝
実

（
J
29
）

　

母
校
を
卒
業
し
て
、早
い
も
の
で
15
年
が

経
ち
ま
し
た
。大
学
院
修
了
後
、ゼ
ミ
の
恩
師

で
あ
る
石
川
洋
子
先
生
や
非
常
勤
講
師
で

い
ら
し
て
い
た
田
島
優
先
生
の
お
声
が
け

に
よ
り
非
常
勤
講
師
と
し
て「
音
声
学
」

「
国
語
学
講
読
」の
講
義
を
2
年
間
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。成
徳
館
で
後
輩
で
あ
る

受
講
生
の
学
生
さ
ん
が
私
の
拙
い
講
義
を

熱
心
に
聴
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
を
思
い
出
し

ま
す
。母
校
で
の
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

●

　

現
在
私
は
、知
多
郡
東
浦
町
に
あ
り
ま
す

愛
知
県
立
東
浦
高
等
学
校
の
教
諭
と
し
て

勤
務
し
て
い
ま
す
。今
年
3
月
に
愛
知
県
立

大
府
高
等
学
校
で
3
年
間
担
任
と
し
て

持
ち
上
が
っ
た
3
年
生
を
送
り
出
し
、4
年
間

お
世
話
に
な
り
、転
勤
と
な
り
ま
し
た
。東
浦

で
は
、1
年
生
の
担
任
、国
語
の
教
科
担
当

と
し
て
、現
代
文
と
古
典
を
教
え
て
い
ま
す
。

転
勤
を
し
て
分
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、学
校

に
は
学
校
ご
と
の
考
え
方（
文
化
）が
あ
る

こ
と
で
す
。早
く
慣
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
が
、慣
れ
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。書
類
の
置
い
て
あ
る

場
所
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
分
か
ら
な
い
も
の

で
す
か
ら
、同
僚
の
先
生
に
場
所
を
伺
っ
て

教
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
の

支
え
の
お
か
げ
で
す
。

 

●

　

私
自
身
の
課
題
に
な
る
こ
と
で
す
が
、

勤
務
校
の
生
徒
だ
け
で
な
く
、今
の
高
校
生

に
概
し
て
い
え
る
こ
と
で
す
が
、将
来
に
対
し
、

何
も
目
標
を
持
っ
て
い
な
い（
持
つ
こ
と
が

出
来
な
い
）生
徒
が
多
い
こ
と
で
す
。当
然

全
て
が
そ
う
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
っ
か
り
と
し
た
目
標
を
持
っ
て
努
力
し
て

い
る
生
徒
も
い
ま
す
。た
だ
、生
徒
と
面
談

を
し
て
も「
就
職
で
き
な
か
っ
た
ら
フ
リ
ー

タ
ー
で
い
い
や
。」な
ど
と
言
っ
て
、困
難
に

立
ち
向
か
お
う
と
し
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。多
く
の
先
生
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
や

様
々
な
体
験
を
通
し
て
生
徒
た
ち
に
目
標

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
日
々
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

 

●

　

先
日
、と
あ
る
テ
レ
ビ
で
教
員
志
望
者
数

が
減
っ
て
い
る
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。報
道
で
は
ご
く一部
の
保
護
者
に
よ
る

難
題
へ
の
対
応
や
仕
事
の
激
務
な
ど
が一
因

だ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。私
自
身
、

教
員
採
用
試
験
受
験
の
際
、周
囲
の
方
々

か
ら
エ
ー
ル
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。生
徒
か
ら
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
き
、

エ
ー
ル
を
送
り
続
け
て
い
ま
す
。も
し
、教
員

の
魅
力
は
何
か
と
尋
ね
ら
れ
た
ら
、お
金
で
は

得
ら
れ
な
い「
人
と
の
出
逢
い
」が
約
束
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
答
え
る
で
し
ょ
う
。私
は

多
く
の
生
徒
、保
護
者
、同
僚
の
先
生
方

そ
し
て
家
族
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。今
後
も

こ
う
い
っ
た
縁
を
大
切
に
し
て
教
師
と
し
て
、

い
や
人
と
し
て
少
し
で
も
、お
役
に
立
て
ら

れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。と
り
と
め

も
な
い
文
章
を
書
い
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

こ
の
あ
た
り
で
稿
を
閉
じ
ま
す
。

「
人
と
の
出
逢
い
」

会
員
から

会
員
から

会
員
から
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2013 INFORMATION

『あなたは、どれだけ身近に居る人のことを知っていますか？』
『あなたは、どれだけ身近に居る人から知られていますか？』

【時代】がそうさせているのでしょうか？
　選択枠・価値観の多様化といった流れの中で、周りの人とお互いの存在を認め合い、「共に」といった
考え方を持つことがどことなく、さも難しい現実が見えます。では、はたして「共に…」とは一体どういう事
なのでしょう。
　今回のテーマは「共に生き・共に育つ！」です。専門職として福祉や医療の現場で働き、日々利用され
ている方々との「共に生き・共に育つ！」を実体験としている若い卒業生の「講演とシンポジウム」ととも
に「共に…」の意義を考え、学生のみなさんが社会へ巣立つ前のテイストになればと…と思います。
福祉業界のニーズに応える人材育成を目指す教育改善・充実体制整備事業を同朋大学が受け止めての事業
でもあります。未来を創造する主人公である皆さんが、特別フォーラムを通じ「命」、「育てる」、「生きること」
など、同朋福祉の原点にスポットを当てます。
　人間生活の原点に立ち、社会福祉法のキーワードである「個の尊厳」「自立」「選ぶ」が確立・保障される
福祉社会の実現を展望してみたい。こうしたことを通じ、テーマである『共に生き・共に育つ！』を具体的
に考え・高め・交流する機会としたい。多数のご参加をお待ちしております。

同朋大学社会福祉学会・同朋大学卒社会福祉関係従事者の集い特別フォーラム

『共に生き・共に育つ！』テーマ

★産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業

□日　時
 2013年12月7日（土）
 14：00～17：00（開場13：00）

□会　場
 同朋大学キャンパス 成徳館
 名古屋市中村区稲葉地町７－１
  052-411-1111

□主　催
 同朋大学社会福祉学会・
 同朋大学卒
　社会福祉関係従事者の集い

受付
★基調講演
 テーマ『共に生き・共に育つ！』
 ～あなたは、どれだけ身近に居る人のことを知っていますか？～
 ～あなたは、どれだけ身近に居る人から知られていますか？～
 ＝【時代】がそうさせているのでしょうか？＝

  ＜講師＞ 長谷川 晃久 氏
   （和進館児童ホーム施設長）

★シンポジウム
 『共に生き・共に育つ！』
  ＜シンポジスト＞
   大村純子氏
   （愛知医科大学・医療ソーシャルワーカーMSW）

   中田寛希氏
   （名古屋市西部児童相談所・児童福祉士）

   矢野良太氏
   （津島市立暁中学校・教員）

  ＜コーディネーター＞
   丹羽丈司氏
   （同朋大学社会福祉学教授・同朋幼稚園園長）

★第二部交流パーティー
　＊会場：同朋学園 『勝友館』 1階　学生ホール：立食形式
　＊対象：社会福祉学部教職員・卒業生・学生・一般等
　＊会費：第二部参加者のみ負担を願います。
 ・卒業生及び教職員：1人 2,000円
 ・学　生：1人 500円
　＊参加確認を事前に行わせていただきます。
 [申込期限：11月18日(月)] 

□主な日程

＜ 休 憩 ＞

＜ 会 場 移 動 ＞

13：30～14：00
14：00～15：30

15：40～17：10

17：30～19：00

問い合わせ先

同朋大学社会福祉学部研究室
052-411-1467TEL

TEL

052-411-1154

宮浦：090-8951-0805
大東：090-7685-4563
松田：090-9175-8253

FAX

　国民の生活課題が複雑・多様化し、それに対応する社会福祉制度の改革が相次ぐなかで、福祉現場に
おける職務や活動にはより高度な専門性が求められています。大学院人間福祉研究科では、こうした社会的
要請に応えつつ、これからの社会福祉のあり方を探求し、その発展を担いうる力量を培うことを目指し
ています。

　福祉現場で活躍している方々の再学習や、
キャリアアップを目指されている方、介護、
保育、保健、医療、教育などに携わる社会人
の方々にも幅広く門戸を開放しています。
社会人の方々が学びやすいように、6時限目
（18時30分～20時）を設け、土曜日の昼間
にも開講しています。修業年限（原則2年）に
ついても、夜間に修学する院生の学習条件に
配慮して、2年から4年の範囲で修学年限を
設定することができます。2年を超えて修学
する場合には、授業料が減免される特典も
あります。ちなみに、今までの修了生は、20歳
代から60歳代まで幅広い年齢層になって
います。

　また、大学院および社会福祉学部の開講
科目から、認定社会福祉士にかかわる認定
申請に必要な必修および選択必修の単位が
取得できます。認定社会福祉士にかかわる
開講科目については、科目等履修生でも
単位の取得ができます。

　大学院修了後には、専門的な研究力量・
学歴を活かす幅広い進路が開けています。
今までの修了生の例では、現在の職業に
おける自己のグレードアップ、管理的な職種
への移行、他大学院博士課程への進学、
大学・短大などの教員、医療機関や障害者施設
のソーシャルワーカー、児童施設の施設長・
指導員・保育士等々広範囲に渡っています。

　本年度の第1期入試は、9月に4名が受験
され、うち3名は社会人の方々で皆さん無事
に合格されました。本年度の残りの入試
日程は、第2期が平成26年2月2日(日)、第3期
が平成26年3月1日(土)です。是非この機会
にチャレンジしてください。お待ちしてます！
　

　大学院生以外の方が大学院人間福祉
研究科の開講科目の一部を履修することが
できる「科目等履修生制度」があります。
学問的関心に応えるべく、広く社会に解放
することを目的としています。科目等履修生
として修得した単位は、大学院人間福祉
研究科に入学後、大学院の修得単位として
認定されます。履修生は、本学図書館などの
学内の施設を利用することができます。

「福祉現場で活躍している方々への大学院へのお誘い」

● 働きながら学べます！
● 「認定社会福祉士」の単位が
 取得できます！

● 幅広い進路が開けています！

● 本年度の入試は2月と3月！

● 「科目等履修生制度」で
 受講したい授業だけ受けられます！

大学院人間福祉研究科長　室田　人志
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平成25年度愛知大学野球　春季リーグ戦
2部Bリーグ　2勝8敗（5位）

キャリア支援センターからのご案内

　キャリア支援センターは、「就職支援・資格取得・
対策講座」を企画して講座を開催しています。
　昨年まで実施していた一般教養試験対策講座、
一般常識試験やSPI２試験の模擬試験に加えて、
ＭＯＳ対策講座（Word、Excel）、ＴＯＥＩＣ対策講座、
社会福祉士国家試験対策講座を開催しました。
　社会福祉士の国家試験は年々難しくなり、例年
25％以上あった全国平均の合格率が、今年は
20％を割ってしまいました。こうした中で同朋
大学生の合格者を増加させるために、国家試験
対策のプロとして全国的に有名な飯塚慶子先生
に神奈川県から来ていただいています。
　１月末に実施される国家試験には卒業生の方が
毎年150名程受験されています。そこで今回、
卒業生の皆様にご案内させていただきました。
12月26日と１月７日の２日間は「直前対策編」と
して10コマ開講いたします。最終の追い込み講座
として、是非お申し込みください。
　また、来年２月から３月にかけて介護職員初任者
研修講座（旧 ホームヘルパー２級）を開きます。
高齢化社会や障害者の願いを大切にしていく上
で在宅福祉の担い手を養成する講座です。この
講座は卒業生の皆様に特別料金でご案内して
います。

●社会福祉士国家試験対策講座

介護職員初任者研修講座（旧 ホ－ムヘルパー２級）の日程と時間

 ■10/16(水)、10/30(水)、11/20(水)、12/11(水)
   １４:４０～１９:３０
　■12/26(木)、1/7(火)
   9：00～17：50

時間

時間

＜今後の日程＞

＜受講料＞

この２日間は直前対策編で、10点アップを
めざします。オススメな２日間です。

一般に開催されている講座費用と比べて
格安価格です。

12/26(木)、1/7(火)の2日間　10,000円
※その他日程を受講される方は、ご連絡ください

●介護職員初任者研修講座

＜キャリア支援センターの連絡先＞

052-411-1969TEL

＜日程＞　下記の表

＜受講料＞　49,000円

 回 日程

 1 2/14（金）
 2 2/15（土）
 3 2/17（月）
 4 2/18（火）
 5 2/20（木）
 6 2/21（金）
 7 2/25（火）
 8 2/26（水）
 9 2/27（木）
 10 2/28（金）
 11 3/3（月）
 12 3/4（火）

 4/13（土） 同朋大学 ● 0×9 ○ 中京大学
 4/14（日） 同朋大学 ● 0×7 ○ 中京大学
 4/20（土） 同朋大学 ● 1×4 ○ 愛知工業大学
 4/21（日） 同朋大学 ● 1×2 ○ 愛知工業大学
 4/27（土） 同朋大学 ○ 5×2 ● 日本福祉大学
 4/28（日） 同朋大学 ○ 6×2 ● 日本福祉大学
 5/4（土） 同朋大学 ● 0×6 ○ 愛知学泉大学
 5/5（日） 同朋大学 ● 0×3 ○ 愛知学泉大学
 5/18（土） 同朋大学 ● 0×3 ○ 名古屋産業大学
 5/19（日） 同朋大学 ● 2×8 ○ 名古屋産業大学

1 職務の理解（6時間）
・介護保険サービス（居宅、施設）、・介護
保険外サービス・居宅、施設の多様な働く
現場におけるそれぞれの仕事内容

2 介護における尊厳の保持・自立支援（9時間）
・個人として尊重、・アドボカシー・エンパワ
メントの視点、・「役割」の実感、・尊厳の
ある暮らし・利用者のプライバシーの保護

3 介護の基本（6時間）
・訪問介護と施設介護サービスの違い
・地域包括ケアの方向性・異なる専門性を
持つ多職種の理解・介護支援専門員・互いの
専門職能力を活用した効果的なサービス
の提供

4 介護・福祉サービスの理解と医療の連携（9時間）
・ケアマネジメント・予防重視型システム
への転換・地域包括支援センター設置
・地域包括ケアシステムの推進

5 介護におけるコミュニケーション技術（6時間）
・相手のコミュニケーション能力に対する
理解や配慮・傾聴・共感の応答・利用者の
思いを把握する・意欲低下の要因を考える

6 老化の理解（6時間）
・身体的機能の変化と日常生活への影響・
咀嚼機能の低下・筋・骨・関節の変化・体温
維持機能の変化・精神的機能の変化と
日常生活への影響

7 認知症の理解（6時間）
・認知症の定義・もの忘れとの違い・せん妄
の症状・健康管理（脱水・便秘・低栄養・低運動
の防止、口腔ケア）・治療・薬物療法

8 障がいの理解（3時間）
・統合失調症・気分（感情障害）・依存症などの
精神疾患・高次脳機能障害・広汎性発達
障害・学習障害・注意欠陥多動性障害など
の発達障害

9 こころとからだのしくみと生活支援技術
（75時間・講義と演習の一体実施）
・介護の基本的な考え方・介護に関する
心の仕組みの基礎的理解・生活と家事、
移乗・食事・入浴・排泄など生活支援技術
の講義・演習

 回 日程

 13 3/5（水）
 14 3/6（木）
 15 3/7（金）
 16 3/8（土）
 17 3/10（月）
 18 3/11（火）
 19 3/13（木）
 20 3/14（金）
 21 3/15（土）
 22 3/17（月）
 予備日 3/18（火）
 終了式 3月下旬（予定）

時間 9:30～16:３０

内　容

・Yshop 同朋学園店
・ネット販売（木工家具・陶芸）
・損害保険代理店
・教科書販売、卒業式袴・着物レンタ
ル業務、卒業アルバム制作/販売、
特別仕様ノートパソコン販売

・学生様向けアパート・マンション
紹介、自動車学校紹介、レンタカー
紹介、スーツ販売紹介（就職活動応援
商品）

・ポスター・チラシ等各種デザイン
・資格対策講座・エクステンションプロ
デュース 等

◎株式会社Do事業内容

◎株式会社Doホームページ
　http://www.docorporation2012.com/

同朋学園出資会社 TOP 検索

＜予選トーナメント1回戦＞
 6/8(土) 同朋大学 ○ 5×2 ● 名古屋市立大学
＜予選トーナメント2回戦＞
 6/9(日) 同朋大学 ○ 7×3 ● 星城大学
＜決勝トーナメント1回戦＞
 6/22(土) 同朋大学 ● 2×8 ○ 名古屋産業大学

平成25年度新人戦

第1回愛知学生バスケットボール大会
＜1回戦＞
 4/14(日) 同朋大学 ○ 89×47 ● 名古屋学芸大学
＜2回戦＞
 4/21(日) 同朋大学 ○ 86×51 ● 中部大学
＜3回戦＞
 4/29(月・祝) 同朋大学 ● 41×93 ○ 愛知学泉大学

第62回西日本学生選手権大会
＜1回戦＞
 6/3(月) 同朋大学 ○ 75×42 ● 神戸大学
＜2回戦＞
 6/4(火) 同朋大学 ○ 72×57 ● 椙山女学園大学
＜3回戦＞
 6/5(水) 同朋大学 ● 42×70 ○ 桜花学園大学

第１回愛知学生バスケットボール
リーグ戦（dブロック）
＜リーグ戦①＞
 8/13(火) 同朋大学 ○ 92×38 ● 名古屋大学
＜リーグ戦②＞
 8/19(月) 同朋大学 ○ 89×63 ● 愛知教育大学
＜リーグ戦③＞
 8/20(火) 同朋大学 ○ 73×61 ● 中部大学

第84回東海学生バスケットボールリーグ戦
＜1回戦＞
 8/28(水) 同朋大学 ○ 71×45 ● 東海学園大学
＜2回戦＞
 8/29(木) 同朋大学 ● 73×80 ○ 静岡産業大学

＜1回戦＞
 5/3(金・祝) 同朋大学 ● 61×98 ○ 中部学院大学

第51回東海学生バスケットボール大会

第15回　東海学生女子柔道優勝大会

団体戦（女子5人制）＜1回戦＞
 6/22(土) 同朋大学 ● 0×3 ○ 国際武道大学

全日本学生柔道優勝大会（女子22回）

全日本学生柔道女子体重別団体
優勝大会（女子5回）東海選考会

女子無差別級
  優勝 中村友美（社会福祉学科1年）
 7/13(土) 準優勝 海島亜梨沙（社会福祉学科2年）
  ３位 山本ももこ（社会福祉学科1年）

愛知県学生柔道新人選手権大会

  女子70㎏級 優勝 中村友美
 8/31(土) 女子78㎏級 優勝 山本ももこ
  女子57㎏級 3位 海島亜梨沙

東海学生柔道体重別選手権大会（女子30回）

 9/28(土) 女子70㎏級 1回選敗退 中村友美
全日本学生柔道体重別選手権大会（女子29回）

団体戦（女子5人制）
 5/18(土) 準優勝

団体戦（女子7階級）
 9/15(日) 優勝

～部活動からの短信～

部活動報告

硬式野球部
　現在、平成25年度愛知大学野球秋季リー
グ開催中です。
　応援よろしくお願い致します。
女子バスケットボール部
　第84回東海学生バスケットボールリーグ
戦においては2回戦を勝てば1部昇格という
ところまで行きました。来年こそ1部に昇格
できるように頑張ります。
　今後とも応援よろしくお願い致します。

　団体及び個人で全国大会に出場すること
ができました。今後は全国大会での上位進
出を目標に頑張ります。
　応援よろしくお願い致します。

女子柔道部

野＝硬式野球部 ＝女子バスケットボール部 ＝女子柔道部

野

野

バ

バ

バ

バ

バ

バ

柔

柔

柔

柔

柔

柔

柔

▲Yshop同朋学園店

C

M
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CY

CMY

K
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2013年度　総会報告2013年度　総会報告

科目 決算額 予算額 差異（△減額） 備考
同窓会費 5,750,000 6,500,000 △

△
750,000 @25,000 × 230

受取利息 5,280 6,000 720
総会等参加費収入 147,000 120,000 27,000 総会・北陸懇親会・四国懇親会
前年度繰越金 6,920,115 6,920,115 0
合計 12,822,395 13,546,115 △ 723,720

科目 決算額 予算額 差異（△減額） 備考
会議費 471,100 350,000 121,100

総会 446,140 300,000 146,140
役員会 24,960 50,000 △ 25,040

事業費 3,282,025 3,780,000 △ 497,975
奨学金 480,000 480,000 0 @100,000 × 3名　@30,000 × 6名
支部助成 438,210 700,000 △ 261,790 地域・職域等への助成
公開講演会 977,866 800,000 177,866
「朋流」印刷 316,050 500,000 △

△
183,950「朋流」印刷費　8500部

「朋流」発送費 1,069,899 1,300,000 230,101 朋流　総会案内、発送費等 
事務費 561,240 965,000 △ 403,760

名簿管理費 0 240,000 △ 240,000 年管理費
通信費 82,105 90,000 7,895 支部会等案内　送付代　
印刷費 45,150 80,000 34,850△ 総会出欠葉書印刷代
渉外費 0 5,000 △

△

5,000
出張旅費 92,930 150,000 △ 57,070
雑費 341,055 200,000 141,055 弔費他
人件費 0 200,000 △

△
200,000 事務作業補助のため

大学への協力金 0 700,000 700,000
出版助成 0 0 0
同朋大学野球部後援会助成 600,000 600,000 0
同朋大学柔道部後援会助成 100,000 100,000 0

事業費引当預金 4,394 5,000 606
予備費 0 7,046,115 △

△
7,046,115

計 5,118,759 13,546,115 △ 8,427,356
次年度繰越金 7,703,636 0 7,703,636
合計 12,822,395 13,546,115 △

△
△

723,720

科目 予算額 前年度予算額 差異（△減額） 備考
同窓会費 6,100,000 6,500,000 400,000 @25,000 × 244名 (5/1 現在　学部 216名　別科 28名 )
受取利息 4,000 6,000 2,000
総会等参加費収入 150,000 120,000 30,000 ＠3,000×50名
前年度繰越金 7,703,636 6,920,115 783,521
合計 13,957,636 13,546,115 411,521

科目 予算額 前年度予算額 差異（△減額） 備考
会議費 340,000 350,000 10,000

総会 300,000 300,000 0 懇親会費用　200,000 円　
役員会 40,000 50,000 常任幹事会等　費用

事業費 3,680,000 3,780,000 100,000
奨学金 480,000 480,000

△

10,000△
△

100,000△
0 ＠100,000×3名 @30,000×6名　

支部助成 600,000 700,000 地域・職域等への助成
公開講演会 800,000 800,000 0 文化講演会　謝礼・広告・ポスター
「朋流」印刷 500,000 500,000 0 朋流印刷費　8500部
「朋流」発送費 1,300,000 1,300,000 0 朋流　総会案内、発送費等 

事務費 1,035,000 965,000 70,000
名簿管理費 480,000 240,000 240,000
通信費 90,000 90,000 0 総会案内費
印刷費 60,000 80,000 20,000 封筒・葉書等
渉外費 5,000 5,000 0
出張等旅費 100,000 150,000 △

△

50,000 各支部総会等出張旅費
雑費 200,000 200,000 0 卒業記念品・弔費等他
アルバイト 100,000 200,000 △

△

100,000 事務作業補助のため　@1,200円×８時間　年間約10日分
大学への協力金 1,400,000 700,000 700,000
出版助成 350,000 350,0000
同朋大学野球部後援会助成 600,000 600,000 0
同朋大学柔道部後援会助成 100,000 100,000 0

0同朋大学バスケットボール部後援会助成 100,000 100,000
事業費引当預金 5,000 5,000 0 預金残高　（7,884,964円）に対する利息5000円
予備費 6,347,636 6,946,115 598,479
合計 13,957,636 13,546,115 411,521

同朋大学バスケットボール部後援会助成 100,000 100,000 0

同朋大学　同窓会役員　（任期2013年8月1日～2015年7月31日）
 顧　　問    池田　勇諦 B4
   〃      畝部　俊英 会友
   〃      大河内智見 真26・B１
   〃      沼波　政保 J2
   〃      武元　　勲 会友
   〃      中村　　薫 会友
   〃     ※尾畑　文正 B19
 名誉会長    浅野　玄誠 会友
 会　　長    本田　眞哉 B7
 副会長 (第1部会委員長）  桜部　　明 B25
   〃  (第2部会委員長)  山田　　攻 S2
   〃  （第3部会委員長）  澤田　達哉 J12
 第1部会副委員長  竜澤　　馨 B11
 第2部会副委員長  丹羽　正雄 S7
 第3部会副委員長  菊池　政和 J15
 会計監査    笹木　嘉廣 S6
   〃      佐藤　賢俊 B20
   〃      北川　孝治 J19
 事務局長   ※武田　有史 B33
 事務局幹事   ※大橋　善道 会友
   〃     ※河邉　善成 B37
   〃     ※安藤　絹子 J10
   〃     ※藤嶽　五月 J19
 事務局主事   ※小八木信也 J29

<支部役員>
北陸支部
 支部長   光江　修一 S8
 副支部長(富山)   中川　智晴 S26
 副支部長(石川)   吉田　直人 B36
 副支部長(石川)   東　　裕紀 S27
 副支部長(福井)   朝倉　顕修 B30
広島支部
 支部長   醍醐　直喜 B33
 副支部長   植田　泰之 S13
岡山支部
 支部長   高月　和紘 S3
 副支部長   片山　修二 S12
北海道支部
 支部長   朝日　順悟 B32
 副支部長   手捲　公俊 B34
 事務     井上　琢磨 B42
 事務     江隈　　智 別9
四国支部
 支部長   前田　伸和 S14
 副支部長(高知)   尾崎　靖司 J30
 副支部長(愛媛)   浅湫　秀教 B34
関東支部
 支部長   坪内　秀樹 別6
 副支部長   新野　和暢 B53
三真会
 支部長   桜部　　明 B25
 副支部長   天野　義敬 B28
社会福祉関係従事者の集い
※支部長   宮浦　幸昭 S19
※副支部長   大東　慎治 S19
※副支部長   山口　喜樹 S31

<第１部会常任幹事>
 神田　　明 真26・B1  瀬尾　顕證 B5
 林　　正雄 B8  竜澤　　馨 B11
 中村　可人 B14  吉谷　香壽 B17
 池井　隆秀 B18  佐藤　賢俊 B20
 吉田　昇代 B21 ※原　　智敏 B24
 国枝　泰周 B24  桜部　　明 B25
 松野　　厚 B26  戸松　憲仁 B32
※新田　彰円 B33  岩田　竜英 B34
 木村　政彦 B35  林　　晃雄 B36
 岩佐　　隆 B37  杉浦　道雄 B45･院4
 筧　　宗久 別17  井上　重信 院1

<第2部会常任幹事>
 岡部　賢昌 S1  加藤　和彦 S2
 山田　　攻 S2  丹羽　正雄 S7
 大谷　悟朗 S8  小宮山健次 S10
 佐々木秀三 S16  山口　智弘 S17
 大東　慎治 S19  宮浦　幸昭 S19
 村上　逸人 S20  石黒　　学 S22
 田中　秀治 S23  内海　勝彦 S28
 小川　恭子 S25  日比野真司 S28
 松田　耕治 S34  山本　久義 S43

<第3部会常任幹事>
 碧海　和子 J1  沼波　政保 J2
 澤田　達哉 J12  浅野　　修 J13
 佐波　重典 J13  戸田　大介 J14
 菊池　政和 J15  加藤　文子 J19
 北川　孝治 J19 ※日比野祥子 J19
 竹田　克広 J20  玉村　文明 J22
 井上さやか J25  中條　敦仁 J27
 荻野　大輔 J30  久我　一斗 J34

●支出の部

●収入の部 (単位：円）

前年度事業引当預金残高 7,880,570 円
当年度事業引当預金 4,394 円 引当預金残高 7,884,964 円

同朋大学同窓会　2013年度収支予算書 （2013年4月１日～2014年3月31日）

同朋大学同窓会　2012年度　決算書 （2012年4月1日～2013年3月31日）

●支出の部

●収入の部 (単位：円）

※は総会において新たにご尽力して
　いただくことになった方々です。

Ａ．２０12年度事業報告（2012.4.1～2013.3.31） B．2013年度事業計画（2013.4.1～2014.3.31）

1. ２012年度
 総会開催

２．支部活動
 □北海道支部
  総会・懇親会

日時：2012年６月30日（土）17：00～21：00
会場：名鉄ニューグランドホテル
懇親会：名鉄ニューグランドホテル19：00～20：00

日時：2012年6月4日（月）16：30～17:30
会場：北海道教務所 会議室
  懇親会（18:30～20:30）

3．第29回
 文化講演会開催

日時：2012年10月27日（土）14：00～16:30
会場：同朋大学 成徳館 J501教室
テーマ「犠牲のシステム 福島沖縄」
講師：東京大学教授　高橋 哲哉 氏

4．「朋流」発行 No.84号　2012年10月発行

教授会で選考された、学部生３名へそれぞれ
１０万円、学部留学生２名および大学院各研究科
4名へそれぞれ3万円の奨学金を支給

実用的で記念になる品物を贈呈
（シャチハタ印つきボールペン）

なし

 □三真会 日時:2012年8月7日（水）16：00～
会場:三河別院内 東別院会館　

 □社会福祉
  従事者の集い

日時:2012年12月8日（土）14：00～17:00
会場:同朋大学 成徳館 J501教室
テーマ「今の大学生にとって必要な社会人基礎力！」
講師：株式会社シンクアント社長 志賀 弘幸 氏
★第二部交流パーティー

日時:2013年12月7日（土）14：00～17:00
テーマ「共に生き、共に育つ!」
講師：長谷川 晃久 氏(「和進館児童ホーム」施設長)
★第二部交流パーティー

 □その他 2002年度別科同窓会　
2011～2012年度別科同窓会
野球部同窓会など

1. 2013年度
 総会開催

２．支部活動
 □北海道支部
  総会・懇親会

日時：2013年7月13日（土）17：00～21：00
会場：名鉄ニューグランドホテル
懇親会：名鉄ニューグランドホテル

日時：2013年7月1日（月）16：30～17:30
会場：北海道教務所 会議室
  懇親会（18:30～20:30）

3．第30回
 文化講演会開催

日時：2013年11月1日（金）14：00～
会場：同朋大学 成徳館　
テーマ「人間をとりもどす－五濁悪世のただ中で－」
講師:作家　雨宮 処凛 氏

4．「朋流」発行 No.85号　2013年10月発行

5．第36回
 同窓会奨学生

教授会で選考された、学部生３名へそれぞれ
１０万円、学部留学生２名および大学院各研究科
４名へそれぞれ３万円の奨学金を支給予定

6．卒業・修了記念品贈呈 実用的で記念になる品物を贈呈（内容は未定）

8．出版助成 文学部仏教学科  中村 薫 教授 「華厳思想と浄土教」

7．大学祭助成 なし

 □三真会 日時:（未定）
会場:三河別院内 東別院会館

 □社会福祉
　　　従事者の集い

5．第３5回
 同窓会奨学生

6．卒業・修了記念品贈呈

7．大学祭助成

08_09-総会報告・計画.ai   1   14/07/22   11:36
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学内公開講座のお知らせ
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変更がございましたら下記に記入の上、裏がえしにして
官製はがきに貼り付けてご返送ください。

※住所を変更される方は、上の用紙
にご記入いただき、切り取って官製
ハガキに裏返しにして貼り付け
同窓会事務局までお送り下さい。
〒453ー8540
名古屋市中村区稲葉地町7ー1
同朋大学　同窓会事務局

住所変更用紙

同窓会番号
（封筒宛名の右下の番号です）

（卒業年 年 3月）

氏　名

変

更

事

項

卒業 □ 仏教学科（仏教文化学科） □ 別科（東海専修学院）
 □ 人文学科（人間文化学科・日本文学科・国文学科）
 □ 社会福祉学科

ふりがな

（旧姓 ）
ふりがな

新住所 〒

新電話番号

E-mail ＠

新勤務先

ご記入いただいた個人情報は同窓会の目的以外には使用しません

News & Topics

　追いかけられる忙しさの中で、ふと、足を止め、
静かに人生を考えてみませんか。
　名古屋駅近くにある、同朋大学の研修施設
「知文会館」で行われる公開講座「真宗講座」の
ご案内です。

知文会館公開講座

　3・11を忘れないこと、問い続けていくこと、
できることをし続けていくことが大切と考え、
連続講座の第Ⅲ期を企画いたしました。混迷す
る現代社会において私たちがどう生きていくの
か。浄土真宗の宗祖である親鸞の生きざまに、
その教えに、あらためて学んでいきたいと思い
ます。同朋大学の専任教員がそれぞれの専門
分野から、課題に向き合い、問題提起します。事
前申し込み不要で、どなたでも受講できます。
当日は古本市を開催いたします。

同朋大学仏教学科・連続公開講座
「親鸞と現代」第Ⅲ期
～東日本大震災チャリティ～

10月29日（火） 知文会館
報恩講

同朋大学
 廣瀬 惺 特任教授

11月29日（金） 歎異抄第６条 同朋大学
 伊東 恵深 専任講師

12月29日（日） 歎異抄第７条 同朋大学
 田代 俊孝 教授

1月29日（水）

2014年

歎異抄第８条 同朋大学
 中村 薫 教授

3月29日（土） 歎異抄第９条 同朋大学
 安藤 弥 准教授

人生を考える講座

11月1日（金） 自帰依僧 岡崎教務所長
 谷　洋 先生

1月11日（土） 仏前荘厳が
意味するもの

同朋大学
 瀬尾 顕證 客員教授

3月1日（土） 濁世の問い 佛念寺住職
 池井 隆秀 先生

2014年

真宗講座 開催日 毎月29日 無  料参加費

500円参加費

10月24日（木） 16:30～18:00
中村 薫 教授
市野 智行 講師

11月21日（木）
＊司会進行：
 安藤 弥 准教授

菱木 政晴 特任教授
黒田 浩明 教授

廣瀬 惺 特任教授
飯田 真宏 講師12月19日（木）

Doプラザ閲蔵
会 場

500円（一口）受講料

※全額、東日本大震災支援のために用いさせていただきます。
ご協力をお願いします。

Bridge over Campus and Society.
同朋大学同窓会誌

　クラス会、サークルOB会、ゼミOB会、地
域の同窓会など、同窓生の集まりがある時に
は、同窓会事務局までお知らせください。
郵送費など会の運営に関わる費用の一部を
助成することができます。 
〈事務局〉

2013年度　同窓会奨学生
 4 年 人文学科 松谷　彩花
 4 年 社会福祉学科 神谷紀代美
 2 年 社会福祉学科 黒栁　美樹
 4 年 社会福祉学科 周　　霏
 ３ 年 社会福祉学科 趙　青花
 院博士後期 3年 仏教文化専攻 花　　栄
 院博士前期 2年 仏教文化専攻 赤松　由隆
 院博士後期 2年 仏教文化専攻 藤岡　省吾
 院修士 2年 人間福祉専攻 腰丸　豪
今後も本学の建学の精神を体得しつつ、更なる精進を期待します。
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　4月に同朋大学に着任し、半年が経ちま
した。私自身11年ぶりの学生対応に関わる
勤務となったため、学生気質の変化に戸惑い
ながら、日々勤務をしております。けれど、
私が学生時代（15年ほど前）と同様、学生
が純粋・正直でやさしく、何事においても
協力的である学風は変わっておりません。
このような学生の長所を大切にしつつ、
立派な社会人として巣立てるように努めて
参りたいと思います。（信）

ケサリア遺跡(インド)(PHOTO by GENSEI ASANO)

第30回　同朋大学同窓会文化講演会

人間をとりもどす
－五濁悪世の
 ただ中で－

講 師：雨宮 処凛 氏（作家）
 ［インタビュアー］尾畑文正
 (同朋大学同窓会顧問・同朋大学名誉教授)

日 時：2013年11月1日（金）
 14:30開始
 (14:00開場)
会 場：同朋大学

問い合わせ先

同朋大学　エクステンションセンター
同窓会文化講演会 係
ＴＥＬ．０５２－４１１－１２０７

作家・社会運動家。かつて「ミニスカ右翼」と形容された
元右翼活動家だったが、その後は「ゴスロリ作家」を
自称する左派系論者に転向。筆名の由来は、ギタリスト
琴桃川凛から。近年はプレカリアート問題に取り組み、
代表作は『生きさせろ!難民化する若者たち』（日本
ジャーナリスト会議賞（JCJ賞）受賞）。反貧困ネットワーク
副代表、『週刊金曜日』編集委員、厚生労働省ナショナル・
ミニマム研究会委員、「小説アカデミー」顧問、「こわれ者
の祭典」名誉会長。

講師プロフィール
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